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参考資料 

１ 用語等の解説 

（１）関連計画などの解説 

No. 関連計画など 解説 

１ 目黒区基本構想（平成12年

10月）、基本計画（平成21

年10月）、実施計画（平成

30年３月） 

本区は、長期計画として基本構想、基本計画、実施計画を定め、長期計

画の下に各種の補助計画を作成し、区政を総合的、計画的に推進すること

としています。 

基本構想は、21世紀初めを展望し目黒区のまちづくりの目標とその実現

方策の基本的な方向を明らかにするものです。基本計画は、区の政策に係

るすべての分野を含む総合的な計画です。実施計画は、基本計画を踏ま

え、必要な事業を計画的に実施するため、財源の裏付けをもった具体的な

事業計画です。  

２ 目黒区都市計画マスタープ

ラン（平成16年３月） 

目黒区都市計画マスタープランは、目黒区基本構想・基本計画が掲げる

「ともにつくるみどり豊かな人間のまち」を実現するために街の将来像を示し、

街づくりの基本的な方向性を示した、本区の都市計画に関わる基本的な計

画です。関連する計画・事業との連携のもと、都市計画マスタープランに基

づいて、市街地整備の方針や分野別計画の策定、個別事業の展開を進め

ます。 

３ 目黒区交通安全計画（平成

28年4月改定） 

本計画は、目黒区放置自転車対策基本計画を統合し、総合的な自転

車対策を含め「交通事故のない安全で快適に暮らすことができるまち」の実

現を目指すために策定された計画です。「子どもと高齢者の交通安全対策

の推進」、「総合的な自転車対策の推進」を重点的に取り組む施策とすると

ともに、継続的に取り組む施策として、交通安全啓発の推進や危険・違反

運転事故の防止などを掲げています。 

４ 目黒区交通バリアフリー推進

基本構想（平成24年３月） 

この構想は、駅やバスなどの旅客施設、道路や公園など公共施設のバリ

アフリー化を重点的かつ一体的に進めるため、法に基づく重点整備地区内

で多くの高齢者や障害を持つ方などが利用する施設と施設間の経路を設

定し、この経路をバリアフリー化するための取組の方向性を定めたものです。

旅客施設、公共施設の各管理者は、この構想に基づきバリアフリー化の事

業を具体化していきます。 

５ 目黒区みどりの基本計画（平

成28年４月） 

本計画は、区内のみどりの保全・創出・育成に向けた取組を総合的かつ

体系的に進めていくための計画です。５つの基本方針と施策の方向性を設

定するとともに、「人々の感性を豊かにするみどりづくり」「みどりが彩るまちづく

り」「みどりを活用したコミュニティづくり」の３つを重点的取組として位置付け、

推進施策と事業目標を設定して取組を進めています。 

６ 目黒区地域防災計画（平成

29年３月修正） 

本計画は、災害対策基本法第42条の規定に基づき、目黒区防災会議

が作成する計画です。「自助」・「共助」・「公助」の適切な連携により、防災

力の向上を図り、目黒区の地域及び住民の生命、身体及び財産を災害か

ら保護するために、区及び関係防災機関がその機能を有効に発揮して、災

害予防、災害応急対策、災害復旧・復興対策を実施することを定めていま

す。 
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No. 関連計画など 解説 

７ 目黒区総合治水対策基本

計画（平成22年５月） 

本計画は、区内全域を対象に「水害から区民の生命身体を守る」、「水害

による財産被害を軽減する」、「出水時も必要不可欠な都市機能を確保す

る」ことを目的に策定されました。雨水貯留・浸透施設の整備促進に加え、

雨や水害に関する情報提供の充実、浸水防止や水防体制の強化などを掲

げ、区民の皆さんと連携しながら治水対策に取り組んでいきます。 

８ 目黒区地域街づくり条例（平

成19年４月） 

区民に身近な街づくりを進めるにあたり、区、区民、事業者の責務を明ら

かにするとともに、区民の発意に基づく身近な地域単位での話し合いの場

や、主体的かつ継続して課題解決に取り組む仕組みや進め方のルールを

定めたものです。 

９ 目黒区産業振興ビジョン（平

成27年６月）平成31年3月

改定予定 

本ビジョンは、企業自らの創意工夫や自助努力を尊重し、その特性に応じ

た総合的な施策を企業、区民及び区が一体となって推進することを基本方

針とする「目黒区中小企業振興基本条例」を踏まえ、本区の産業振興を推

進していくための取組の方向性、方針等を示すものです。 

10 目黒区観光ビジョン（平成27

年３月） 

本計画は、地域の構成主体である区民、団体、事業者、区が相互に連

携、協力し、地域の歴史や分野、産業、自然などさまざまな観光資源を生

かしながら、人々の交流を促進し、にぎわいと活力ふれるまち、文化の香り

高いまちを実現しようとする活動である「観光まちづくり」について、本区にお

ける活動のあり方や基本的方向性を示したものです。 

11 東京都都市づくりのグランド

デザイン（平成29年９月） 

「都市づくりのグランドデザイン」は、平成28年9月に東京都都市計画審議会

から出された答申「2040年代の東京の都市像その実現に向けた道筋につ

いて」を踏まえ、2040年代の目指すべき東京の都市の姿とその実現に向け

た、都市づくりの 基本的な方針と具体的な方策を示したものです。「活力と

ゆとりのある高度成熟都市」を都市づくりの目標とし、目指すべき都市像の実

現に向けて、分野横断的な視点から７つの戦略、30の政策方針、80の取

組を示しています。 

 

 

（２）用語の解説 

No. 用語 解説 

【あ】行 

１ エリアマネジメント 地域における良好な環境や地域の価値を維持・向上させるための、住民・

事業主・地権者等による主体的な取組のことです。ここでいう「良好な環境や

地域の価値の維持・向上」には、快適で魅力に富む環境の創出や美しい街

並みの形成、資産価値の保全・増進等に加えて、人をひきつけるブランド力

の形成や安全・安心な地域づくり、良好なコミュニティの形成、地域の伝統・

文化の継承等、ソフトな領域のものも含まれます。 

２ オープンカフェ 道路側の壁を取払ったり、店の前に客席を設けたりし、開放的な演出を凝

らしたカフェやレストランのことです。近年においては、都市及び地域の再生、

まちのにぎわい創出等のため、占有に関する規制緩和を行った上で、道路

空間や河川空間をオープンカフェ等として活用する事例が見られます。 

３ オープンスペース 本計画においては、都市における公園・緑地・街路・河川敷・民有地の空

地部分などの建築物に覆われていない空間を総称して「オープンスペース」

と呼びます。 



 

－61－ 

No. 用語 解説 

【か】行 

４ クリエイター 芸術、美術、デザインを始め、さまざまな分野で創作活動の取組や創造

的な仕事を行っている人々のことです。 

５ 公開空地 本計画においては、市街地再開発事業等において設けられた一般公衆が

自由に出入りできる広場や空間を「公開空地」と呼びます。 

【さ】行 

６ 目黒川桜まつり等運営協議

会 

目黒川の桜が都内でも有数の花見の名所となり、来訪者が非常に多くな

ってきている状況の中、交通安全対策やトイレ、ゴミ問題、屋台等の出店など

の課題が顕著になってきています。こうした課題を解決するため、来訪者が

安心して安全に花見できるよう、桜まつりのイベント主催者や地域団体、警察

署等の関係機関が連携・協議する場として平成24年12月に設置した協議

会です。 

７ 自転車シェアリング 自由に貸出・返却できる貸し自転車で、借りたサイクルポートとは異なるサ

イクルポートに返却することができる仕組みです。東京都では平成28年２月

から、千代田区・中央区・港区・江東区の4区で区境を越えて相互乗入がで

きる「広域相互利用」の実験を開始し、平成30年４月現在で、新宿区・文京

区・品川区・大田区・渋谷区が加わり、利用できるエリアが９区に拡大してい

ます。 

目黒区は、平成31年度までにサイクルポートを20ヶ所設置し、電動アシス

ト自転車を200台配置する予定です。 

８ 自転車ナビマーク 本計画では、自転車ナビマークを指します。警視庁では、自転車の安全な

通行を促すため、主として車道の左側端に自転車ナビマークの設置を推進し

ています。 

自転車ナビマークは、自転車が通行すべき部分及び進行すべき方向を明示

するものです。法令の定めのない表示であり、この表示自体に新たな交通方

法を指定する意味はありません。目黒区では、平成30年3月に策定した目黒

区自転車走行環境整備計画に基づき、自転車利用の多い駅周辺から段階

的に自転車ナビマーク等を整備していきます。 

９ 自転車歩行者道 縁石線またはさく等の工作物により車道などその他の部分から物理的に分

離し、自転車と歩行者を混合交通させる部分を設けたものをいいます。 

10 シェアオフィス 企業や個人事業主がスペースを共有して使うオフィスフロアのことです。共

用部を充実させ利用者同士の交流を促し、仕事のアイデア醸成につなげる

「コワーキングスペース」と呼ぶタイプも増えています。 

【た】行 

11 

 

都市型水害 都市のもつ地理的な条件に起因する水害のことで、その災害要因として

は、①地表がアスファルトなどに覆われていることによる流域の保水・遊水機

能の低下、②地下利用など土地利用の高度化が進んでいることによる被害

の増大、③ヒートアイランド現象や地球温暖化が原因と言われる集中豪雨の

発生の大きく３つに整理されます。 

12 都市施設 都市には、たくさんの人が集まって暮らしており、商工業といった各種産業

の経済活動も盛んに行われています。こうした都市での諸活動を支え、生活

に必要な都市の骨組みを形作る施設で都市計画に定めることができるもの

のことを「都市施設」といいます。 
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No. 用語 解説 

【は】行 

13 バリアフリー 高齢者、障害者の日常生活の妨げとなる障壁（バリア）を取り除くことです。

主として、段差の解消など、物理的な障害物の除去という意味で使われます

が、社会的、制度的、心理的な障壁の除去など、より広い意味で用いられる

こともあります。 

14 ポケットパーク チョッキのポケットほどの公園という意味で、都市環境を改善するために設

けられた小公園を指します。 

【ま】行 

15 目黒川の水質浄化 本区のシンボル的な存在である目黒川は、区民が愛着を持って親しめる

貴重な河川空間として整備しています。しかし、下流では川底に堆積したヘド

ロが腐敗するため、悪臭が発生し、川面が白濁化しています。そこで、水の流

れを良くするための工事や清掃及びしゅんせつを行うとともに、平成７年度か

らは落合水再生センターより河川維持用水を導水しています。さらに水質浄

化実験も行っており、その結果を踏まえて水質浄化に対して流域区と連携し

て東京都へ要望を行っています。 

16 めぐろサクラ再生プロジェクト 本区が管理する公園・緑道・道路緑地等の桜については、老齢化や生育

環境の変化に伴う樹勢の低下により倒木や枝折れが懸念されています。そこ

で、地域の方のご意見や樹木医等の専門家の意見を取り入れながらサクラ

再生実行計画を作成し、計画に基づいて桜の保全や更新の取組を進めてい

ます。目黒川のサクラ再生実行計画は、平成29年度に作成しました。 

【や】行 

17 用途地域 用途地域は、さまざまな用途の建物が混在する無秩序な都市になること

を防ぐために、それぞれの地域に適した用途の建物を集めるとともに、地域に

ふさわしくない用途の建物を制限するものです 

【ら】行 

18 リノベーション 古い建築物の機能を今の時代に適したあり方に変えて、新しい機能を付

与することです。 

 

 

 

 

 

２ なかめスタイル 

中目黒駅周辺地区街づくり協議会では、平成29年12月、中目黒に対する愛着や誇り（シビック・

プライド）をもち、秩序と思いやりある自発的な行動をすることを「なかめスタイル」として、そ

の考え方や具体的な行動を整理しました。一人ひとりが中目黒での暮らしをより良くするために必

要なことを見つけ、解決方法を考えて、行動していく、この「なかめスタイル」に基づく意識や行

動の醸成を図るための活動として、リーフレットを作成し普及を進めています。 
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「なかめスタイル」リーフレット（表・裏表紙）
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「なかめスタイル」リーフレット（本文）
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３ 各種調査結果の概要（平成29年度実施） 
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